
 

 

令和 6 年度 宮城県幹線道路協議会の概要 

 

 

 

1. 日時：令和 7 年 3 月 24 日（月） 書面開催 

 

 

 

２. 議事： 

（１） 仙台バイパスの現状 

（２） 事業をとりまく状況の変化 

（３） 現計画での課題 

（４） 対応方針（案）  

（５） 今後の進め方 

 

 

 

３. 議事概要 

○周辺環境の変化や周辺道路計画の決定等を踏まえ、当該区間に求められる道路機能に応じた

変更が必要 

○高架部は周辺物流環境の変化等を踏まえ、故障車等発生の際にも円滑な交通機能を確保 

○街路部は関連計画や周辺道路計画の決定等を踏まえ、自転車道及び植樹帯を設置 

○本会議での合意内容を踏まえ、技術的な検討を進めた上で、都市計画変更等の必要な手続き

を実施 

国道４号 

 

 



２．事業をとりまく状況の変化（事業化後の時系列変化）

「篭ノ瀬～鹿の又」区間はR3年度に事業着手したが、事業化後に関連計画の策定や周辺道路の変化、物流施設の
立地が進み、周辺環境に変化が生じている。
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２．事業をとりまく状況の変化（物流施設の立地）

仙塩広域都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（R6.6）では流通業務地の拠点として国道4号沿線が
位置づけられており、大型物流施設の立地が進んでいる。
また、既存IC周辺での「次世代基幹物流施設」の開発計画が発表され、「篭ノ瀬～鹿の又」区間周辺の交通需要が
更に高まることが見込まれる。

大型物流倉庫②
32,340m2
2025年12月完成予定

次世代基幹物流施設
約270,000m2
2030年代前半完成予定

大型物流倉庫①
44,550m2
2024年4月完成

大型物流倉庫④
62,626m2
2027年9月完成予定

高速道路等
（自動車専用道含む）
一般国道
一般県道

大型物流倉庫⑤
124,700m2
2028年1月順次稼働

大型物流倉庫③
23,100m2
2026年10月完成予定
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２．事業をとりまく状況の変化（自転車ネットワーク）

「仙台市自転車の安全な利活用推進計画」では（都）元寺小路郡山線が自転車ネットワーク路線に選定されている。
（都）郡山折立線（郡山工区）では自転車走行空間を設置する方針。

▲R3.３「仙台市自転車の安全な利活用推進計画」自転車ネットワーク選定路線

0 0.5 1 1.5 km

自転車ネットワーク路線整備状況
指定済み

周辺施設
駅
公共施設
学校
集客施設
都市公園

仙台拡幅
（篭ノ瀬～鹿の又）

太子堂駅

長町南駅

長町駅

長町一丁目駅

（都）郡山折立線
（郡山工区）

河原町駅

富沢駅

（都）元寺小路郡山線
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▲仙台市みどりの基本計画2021-20３０

２．事業をとりまく状況の変化（みどりのネットワーク）

R3.6に策定された「仙台市みどりの基本計画2021-2030」では、あすと長町地区が「緑化重点地区」に選定され、
あすと長町大通り線を中心に街路樹を育成し、みどりのネットワークを形成する区域に設定。
（都）郡山折立線（郡山工区）では植樹帯を設置する方針。（都）元寺小路郡山線は植樹帯を一部設置済み。
あすと長町地区に隣接した路線においても、みどりのネットワーク形成を図っている。

▲（都）郡山折立線（郡山工区） 横断図

あすと長町緑化重点地区の計画図

（都）郡山折立線
（郡山工区）

仙台拡幅
（篭ノ瀬～鹿の又）

緑化重点地区

あすと長町大通り線

（都）元寺小路郡山線
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３．現計画での課題（高架部）

※（）は3種1級の標準値を使用した場合の幅員

物流施設の立地や交通需要の高まりを踏まえ、高架部は通行機能を重視した道路構造が必要。
事業化時の幅員構成では故障車等発生時に1車線しか確保できず、渋滞発生のリスクあり。
⇒ 故障車等発生時にも大型車2台の通行が可能な道路構造への変更

R3事業化時（第４種第1級） 変更イメージ（第３種第1級）

故障車等発生時に
大型車の通行不可

7００0

500 3250 3250 250

(８２５0)

(１２５０) (35０0) (3５０0) (250)

故障車等発生時でも
大型車2台が通行可能な
道路構造に

1000

3250 3250 3250 3250500

7000 7000

500

15000

（１７５０）

（35０0） （3５０0） （3５０0） （3５０0）（１２５０）

（８２５０） （８２５０）

（１２５０）

（1８２５0）

干渉するため
拡幅が必要
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３．現計画での課題（街路部）

関連計画や周辺道路の計画決定を受けて、周辺道路と一体的なネットワーク整備が必要
仙台市からも周辺道路とのネットワーク形成を図るため、自転車道及び植樹帯の設置を求められている状況。
⇒ 周辺道路との一体的な道路空間を形成するため、自転車道及び植樹帯を設置する計画に変更

（歩道） （植樹帯） （自転車道）

500

11500

4000
3250500 3250

（自転車歩行者道）

7500

自転車道及び
植樹帯を設置

R3事業化時 変更イメージ

5003250500 3250

7500
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４．対応方針（案）

（歩道） （植樹帯） （自転車道） （歩道）（植樹帯）（自転車道）

R3事業化時

対応方針（案）

交通容量を踏まえた
標準的な交通機能

3250 50032505003250 5003250500

自転車道及び
植樹帯を設置

周辺環境の変化や周辺道路計画の決定等を踏まえ、当該区間に求められる道路機能に応じた変更が必要
⇒ 高架部は周辺物流環境の変化等を踏まえ、故障車等発生の際にも円滑な交通機能を確保
⇒ 街路部は関連計画や周辺道路計画の決定等を踏まえ、自転車道及び植樹帯を設置

現況にあわせた
自転車歩行者道

自転車道及び
植樹帯を設置

現況にあわせた
自転車歩行者道

故障車等発生の際にも
円滑な交通機能を確保
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